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　本研究は、日本と韓国の大学生に対して行った質問紙調査に基づ
いた実証研究である。調査の結果、日本と韓国の大学生は外国テレ
ビ番組への接触度にはほとんど差がなく、外国映画に関しては韓国
の大学生の接触度が高く現れた。また、日韓両国の結果で「発展の
水準」や「技術水準」のように経済発展の尺度と判断できるものが
外国映像コンテンツの接触に影響する主な規定要因と判明された。
地域内における映像コンテンツ流通と関連していると予想された
「文化的近さ」は、韓国の大学生が日本の大学生より強く影響されて
いることが分かった。

This is an experimental study based on the research of the ques-
tionnaire targeting university students in Japan and Korea.  The re-
search result shows that university students in Japan and Korea has 
same contact with foreign TV programs, while university students in 
Korea has more frequent contact with foreign films.  The results in 
both Japan and Korea also show that measures of economic growth 
such as "Development level" and "Technological level" are the major 
factor that affects contact with foreign video contents.  "Cultural prox-
imity", which was predicted to be related to the increase of video con-
tents distribution within the region, turned out to have a stronger effect 
on university students in Korea than those in Japan.
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１　はじめに

　現在、国境を越えて取引されている情報商品は、一般商品と同様に大き

い市場から小さい市場へ、生産量が多いところから少ない方向へ流れる

傾向がある。しかし、一般商品とは違って情報商品の中にはある種のメッ

セージとイメージが含まれているため、情報商品が不均衡に流通されるこ

とに対しては国際コミュニケーション分野の重要テーマの一つとして長

年扱われてきた。文化帝国主義で有名なシラー (Schiller, H.I.) のような批

判学派の研究者、経済学的観点から情報の国際流通を分析したホスキンス

(Hoskins, C.) やワイルドマン (Wildman, S.)、その他に地域内で情報商品の

流通が増加している現象に注目しているストラブハー (Straubhaar, J.) の

ような学者は様々な立場から情報の国際流通を説明してきた。しかし、こ

のようなマクロ研究では、情報商品の流通と方向、外国の情報商品を輸入

した受容国の対応や社会変動などは把握することができても、実際に影響

を受けるとされる受容者がどの程度どの外国情報商品に接触しており、ど

んな要因がそこに関係しているのかまで詳細に説明することは難しい。そ

の意味で本質問紙調査のようなミクロ研究は、マクロ研究では検証できな

い部分に貢献できると考えられる。

　そこで、本研究は外国情報商品に対する接触度とその規定要因を分析し、

調査を実施した日本と韓国の結果比較を通じて両国の受容者に作用する規

定要因の違いを比較することを目的とする。特に、本研究では情報商品の

中でも最近メディアの多様化で注目を集めている映像コンテンツ（テレビ

番組、映画）の接触度を中心に分析を試みた。

　また、日本と韓国を研究の対象に選んだ理由は、第一に、筆者が韓国出身

の留学生であるため日本と韓国に対する研究が容易であること、第二に、

かつて情報の主な受信国だった日本が現在は発信国に転じており、韓国も

日本と同様の傾向を示し始めているため、共通する両国の比較が必要であ

るとの認識があったからである。

　本研究では、政治的な力や経済規模、人口の大きさ、地理的距離、文化的
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近さなどが情報の流通に深く関わっているという先行研究（後述）から、そ

れらを背景に選んだ 12 の要因を通じて説明する。

２　先行研究

　先述したように、国家間情報流通の不均衡に関しては様々な視点から研

究が行われてきた。

　文化帝国主義論者として有名なシラー (Schiller, H.I.) のような批判学

派の研究者たちは、支配的中心国家がある国に対して自分たちの価値と社

会構造を強制、圧力、買収などの手段を使って押し付けると主張してきた 

(Schiller, H.I., 1976)。彼らは先進国と言われる西欧の巨大国が流通させて

いる映像コンテンツは、その内容とシステムにおいて支配力を発揮し自分

たちの価値観と文化を受け手の相手国に押し付けていると批判している。

　一方、情報の国際流通を経済学的観点からみつめたホスキンス (Hoskins, 

C.) やワイルドマン(Wildman, S.) は情報の不均衡な流通には、支配的中心国

の意図や押し付けよりは市場規模、情報商品の制作に掛かった費用の大き

さ、情報商品の価格、情報商品の品質などが影響していると指摘している。

また、｢文化的減価 ｣という概念を用いて、ある国の文化商品が他国で消

費される時、一定の減価が発生するとして、「文化的減価」が低いアメリカ

の映像コンテンツは、他国のものに比べて外国市場で受け入れられやすい

ため、アメリカの映像コンテンツが結果的に国際社会で大量に流通される

ことになるとしている (Hoskins, C. & Rolf, M., 1988)。

　その他、ストラブハー (Straubhaar, J.) のような不均衡な情報商品の流通

とは別に、地域内で情報商品の流通が増加している現象に注目した学者た

ちは、研究範囲を地域内に限定してそのメカニズムを解明しようと試みて

いる。彼らは地域内で新たなメディア中心国が登場し、アメリカに代えて

同じ文化圏に映像コンテンツを発信できるようになった事実をラテンアメ

リカの事例を通して説明している。ストラブハーは、ブラジルやメキシコ

がアメリカのポピュラー文化を現地化・土着化しながら、南米地域でのテ

レビ番組輸出の中心国となって地域メディア市場を発展させてきたことを



KEIO SFC JOURNAL Vol.5 No.1 2006      101

映像コンテンツの国際流通パターンと規定要因に関する日韓比較研究

指摘した。（岩渕 , 2001）各研究は、その理由はどうであれ情報商品の流れ

は大きな国から小さい国へ、「中心国」から「周辺国」へ流れている傾向が

あるという事実に関しては共通した認識を示している。

　一方、本研究のように情報商品の国際流通における規定要因を明らかに

しようとした研究は以前から行われてきた。1983 年 8 カ国で行われた調

査をまとめた「アジア・太平洋地域における情報流通のパターンと規定要

因」によると、海外ニュースおよび外国番組、映画、書籍への関心と接触度

は巨大国より弱小国で、中心国より周辺国で高く現れていた。すなわち、

開発途上国、あるいは先進国でも人口の少ない国ではより多くの外国の番

組、映画、書籍への関心と接触が高かった。（伊藤 , 1999）また、2005 年刊

行された「ニュースの国際流通と市民意識」でも述べられているように、

日本の大学生より韓国の大学生の方が外国ニュースにより多く接触してい

たことが分かった（金&伊藤 , 2005）。

　本研究では、これらの先行研究を背景に、日本と韓国で外国映像コンテ

ンツの接触度に影響する規定要因を明らかにしたい。

３　外国映像コンテンツへの接触度と規定要因

3.1　質問紙調査の概要

　本調査の目的は、両国の大学生が外国の映像コンテンツにどれぐらい接

触しているのか、どの国で制作されたテレビ番組や映画を見ているのかを

調べる。また、外国映像コンテンツへの接触度は何によって規定されてい

るのかを明らかにする。そして、日本と韓国の両国における外国映像コン

テンツの接触度の違いと規定要因の差を比較することも目的としている。

質問紙は 2000 年 10 月から 12 月にかけて、日本と韓国の大学で、学生を対

象 1 に実施された。調査が実施された大学及び回収された標本数は以下の

通りである。

　　日本　慶應義塾大学（三田、湘南藤沢キャンパス）、白鴎大学（合計 306）

　　韓国　高麗大学、成均館大学（合計 289）

　学生に評価してもらった外国は以下の 21 カ国である。アメリカ、中国、
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イギリス、フランス、イタリア、ロシア、スイス、オーストラリア、ブラジル、

エジプト、インド、フィリピン、マレーシア、ポーランド、台湾、イラン、イ

ラク、メキシコ、サウジアラビア、ケニア、韓国（韓国の学生に対しては日

本）。回答者一人に 21 カ国を全部評価してもらうと時間がかかりすぎるた

め、7種類の質問紙を作り回答者一人が 3カ国だけを評価するようにした。

　本質問紙調査では人々が外国テレビ番組を視聴する規定要因として、「重

要」、「発展の水準」、「文化的近さ」、「生活水準」、「技術水準」、「（その国への）

旅行経験」、「親友の存在」、「（その国の）伝統文化に対する敬意」、「（その国

の）現代文化に対する敬意」、「全体的文化水準」、「スポーツが強い」、「好き

/嫌い（好感度）」の 12 項目を説明変数 2に、外国テレビ番組への接触度を

従属変数にして重回帰分析を行った。具体的な質問は次の通りである。

　「重要」：この国は日本にとってどの程度重要だと思いますか。

　「発展の水準」：この国を全体としてみた場合、その発展の度合いは世界

　　　　　平均に比べて、どの程度だと思いますか。

　「文化的近さ」：この国の文化と日本文化とはどの程度違っている、ある

　　　　　いは、似ていると思いますか。

　「生活水準」：この国の生活水準は世界平均に比べてどの位だと思いますか。

　「技術水準」：この国の技術水準は世界平均に比べてどの位だと思いますか。

　「（その国への）旅行経験」：この国に行ったことがありますか。

　「親友の存在」：この国に親しい友人がいますか。

　「（その国の）伝統文化に対する敬意」：この国の伝統的な芸術・音楽・そ

　　　　　の他の文化に対して、あなたはどのぐらい興味を感じますか。

　「（その国の）現代文化に対する敬意」：この国の現代的な芸術・音楽・そ

　　　　　の他の文化に対して、あなたはどのぐらい興味を感じますか。

　「全体的文化水準」：この国の文化全体の水準は世界平均と比べると、ど

　　　　　の程度だと思いますか。

　「スポーツが強い」：この国はスポーツがどのぐらい強いと思いますか。

　「好き/嫌い（好感度）」：この国をあなたはどの位好き、あるいは嫌いですか。
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3.2　外国テレビ番組の視聴

　表 1は「あなたはこの国で制作されたテレビ番組を見たことがありま

すか」3という質問に対する日韓大学生の回答（①１度も見たことがない、

② 1－ 2度見たことがある、③何度も見たことがある）の平均値である。

　この表は 21 カ国に対する回答を足し合わせたデータで平均値を取った

ものなので、日本と韓国の大学生がどの程度外国テレビ番組に接触してい

るのかを表しているといえる。先行研究が述べているように、大規模な市

場で制作されたものが国際市場で競争力を持っているため、情報商品は大

規模の市場から小規模の市場へ流れているとされているが、それはすなわ

ち、大きな市場を持っている国は小さい市場を持っている国に比べて、国

内で外国の情報商品が占める比率は小さくなる可能性があるということ

を意味している。予想通りだと、表 1の結果は韓国の大学生が日本の大学

生より外国テレビ番組に多く接触しているはずである。

　表 1では日本と韓国において大きな差は見られないが、日本の大学生の

方が若干外国番組に対する接触度が高い。平均の差の検定を行った結果、

統計的に有意な差とは認められなかったため、両国の大学生が外国テレビ

番組に接触している度合いはほとんど同じと見ていいと思われる。

　表 2はどの外国番組をよく視聴しているのかという問いに対して、その

国で制作された外国番組を「③何度も見たことがある」と答えた回答の割

合を、その値の大きい順に並べたものであるため、両国の大学生がどの外

国番組によく接触しているのかを表している。

表１　外国テレビ番組に対する接触度

3段階評価の平均値
日本 1.54 (N=918)
韓国 1.52 (N=866)
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　上位にアメリカ、イギリス、中国、フランスなどの経済・軍事大国が含ま

れていることは、両国の共通的な結果である。しかし、韓国の大学生は日

本番組への接触度が高い（2位）反面、日本の大学生は韓国番組への接触度

が低い（12 位）ことが分かった。

3.3　外国テレビ番組視聴の規定要因

　上記でも説明があったように本質問紙調査では 12項目の説明変数と、外

国テレビ番組への接触度という従属変数を持って重回帰分析を行った。ス

テップワイズ法により変数選択をしたため、日本と韓国の各結果で有効と

された変数の数と種類は異なる結果となった。表3と 4がその結果である。

　

表２　日韓大学生における外国番組への接触度順位比較

日本 (N=38 - 52) 韓国 (N=36 - 45)
順位 ％ 順位 ％

アメリカ 1 95.6 1 91.4
イギリス 2 45.2 3 51.2
中国 3 21.6 4 50.0

オーストラリア 4 19.1 12            4.7
ブラジル 5 16.2 17            2.3
フランス 5 16.2 5 27.5
マレーシア 7 13.5 18            0.0
イタリア 8 12.8 9            7.0
イラン 9            8.1 18            0.0
エジプト 10            7.8 13            4.5
台湾 11            7.1 6 20.9
韓国 12            6.4 －            －
ロシア 12            6.4 8            9.1 
インド 14            4.8 7            9.3
スイス 15            3.9 11            4.8 
フィリピン 16            2.2 18            0.0
イラク 17            2.1 18            0.0
ポーランド 18            0.0 14            2.9
メキシコ 18            0.0 15            2.5

サウジアラビア 18            0.0 15            2.5
ケニア 18            0.0 10            4.9 
日本 －             － 2 57.1
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　「技術水準」は、韓国においては外国テレビ番組接触度の規定要因として

は 1位を、日本では 3位を占め、両国において重要な規定要因であること

が分かった。両国とも「技術水準」が高いと評価したアメリカとイギリス

から輸入した外国テレビ番組をよく見ていることが反映された結果と思わ

れる。日本で順位が高い（2位） 「発展の水準」は「技術水準」と同様に、両

国の結果で重要な変数として位置づけられている。日本で 1位だった「（そ

の国への）旅行経験」は韓国では 5位を占めている。データによると、回

答してもらった国に旅行した経験があるかという質問に対して、「ある」と

答えた人は日本 (9.5%) が韓国 (4.6%) より高く、特によく視聴している外国

番組の生産地であるアメリカとイギリスに対して回答した学生の中で、そ

表３　日本の大学生における外国テレビ番組視聴の規定要因

日本 (N=918)
順位 β値※

（その国への）旅行経験 1 0.217**
発展の水準 2 0.177**
技術水準 3 0.137**
スポーツが強い 4 0.122**
（その国の）現代文化に対する敬意 5            0.073*
文化の近さ 6            0.047

*p<0.05,**p<0.01、※標準化された偏回帰係数

表４　韓国の大学生における外国テレビ番組視聴の規定要因

韓国 (N=910)
順位 β値※

技術水準 1 0.182**
（その国の）現代文化に対する敬意 2 0.133**
親友の存在 3 0.119**
スポーツが強い 4 0.117**
（その国への）旅行経験 5 0.109**
文化の近さ 6 0.104**
重要 7 0.103**
発展の水準 8            0.092*
好き・嫌い（好感度） 9          - 0.096**

*p<0.05,**p<0.01、※標準化された偏回帰係数



106

の国へ旅行したことがあると答えた人は、日本（アメリカへは 44.4%、イギ

リスへは 19%）の方が韓国（アメリカへは 20%、イギリスへは 2.3%）より多

かった。韓国回答者の外国旅行の経験が相対的に日本回答者の外国旅行経

験より少なかったため、「（その国への）旅行経験」という変数が韓国より日

本の結果で高く反映されたと思われる。その他に、「スポーツが強い」、「（そ

の国の）現代文化に対する敬意」、「文化の近さ」が両国の結果で共通した変

数として選択された。一方、韓国では「親友の存在」、「重要」、「好感度」の

変数も外国テレビ番組の接触度の規定要因であることが明らかになった。

3.4　外国映画の観覧

　表 5は「あなたはこの国で制作された映画を見たことがありますか」と

いう質問に対する日韓大学生の回答（① 1度も見たことがない、② 1－ 2

度見たことがある、③何度も見たことがある）の平均値の比較である。こ

の表もテレビ番組の場合と同様に、21 カ国に対する回答を足し合わせた

データから平均値を取ったものなので、日本と韓国の大学生がどの程度外

国映画に接触しているのかを表している。映画の方も先行研究を元にした

予想通りだと、平均を比較した結果は韓国の大学生が日本の大学生より外

国映画に多く接触しているはずである。

  　

　表 5 によると外国映画に対する接触度は、韓国の大学生が外国映画によ

り多く接触している結果を表しているため、予想通りの結果が得られたと

言える。

　表 6はどの外国映画をよくみているのかという問いに関する質問に対し

て、その国で制作された外国映画を「③何度も見たことがある」と答えた

回答の割合を、その値の大きい順に並べたものである。両国の大学生がど

表 5　外国映画に対する接触度

p<0.01

3 段階評価の平均値
日本 1.49 (N=918)
韓国 1.60 (N=866)
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の外国映画に多く接触しているのかを表しているものであるが、両国とも

アメリカ映画への接触が最も多く見られた。しかし、全体的に韓国の大学

生が外国映画への接触度が高い傾向を示している。1位のアメリカに対し

ては両国とも 95% を超える高い比率を現しているが、日本の結果では 2位

（イギリス）の値が 45.2% であることに比べて、韓国の結果では 2位（中国）

の値が 71.4% で、同じ 2位でもその接触の程度にはかなりの違いが見られ

る。この結果は 2位以下の順位に対しても同じである。また、韓国の大学

生が日本映画に多く接触しているのに比べ、日本の大学生は韓国映画への

接触度が比較的低いことも両国の結果における違いといえる。

　　　　　
　　　　
　　　　　
　　　　
　　　　　
　　　　
　　　　　
　　　　
　　　　　
　　　　
　　　　　
　　　　
　　　　　
　　　　
　　　　　
　　　　
　　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　　
　　　　

表６　日韓大学生の外国映画接触度順位の比較

日本 (N=38 - 52) 韓国 (N=36 - 45)
順位 ％ 順位 ％

アメリカ 1 95.6 1 97.1
イギリス 2 45.2 4 60.5
フランス 3 32.4 5 47.5
中国 4 29.7 2 71.4
イタリア 5 23.4 8 14.0
台湾 6            9.5 6 18.6

ポーランド 7            6.7 14            0.0
オーストラリア 8            6.4 11            2.3

韓国 9            6.4 －             －
スイス 10            4.9 14            0.0
イラク 11            4.3 11            2.3
マレーシア 12            2.7 14            0.0
インド 13            2.4 11            2.3
ロシア 14            2.1 7 15.9
フィリピン 15            0.0 14            0.0
ブラジル 15            0.0 14            0.0
メキシコ 15            0.0 9            5.0
エジプト 15            0.0 14            0.0
イラン 15            0.0 14            0.0

サウジアラビア 15            0.0 14            0.0
ケニア 15            0.0 10            2.4
日本 －             － 3          64.3
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3.5　外国映画観覧の規定要因

　外国映画観覧の規定要因を示した表 7によると、日本の場合は「発展の

水準」が 1位を占めており、その後を「（その国への）旅行経験」「スポーツ

が強い」「（その国の）伝統文化に対する敬意」「生活水準」「（その国の）現

代文化に対する敬意」「全体的な文化水準」が続く。韓国の場合は、「スポー

ツが強い」が 1位で、「技術水準」「（その国の）現代文化に対する敬意」「文

化的近さ」「（その国における）親友の存在」「発展の水準」がその後に並ぶ。

両国の結果の中で共通している点は、「好き /嫌い（好感度）」という要因

にマイナスの符号が付いていることである。これは両国の大学生とも嫌い

な国から輸入された外国映画でもそれが面白ければよく観覧しているとい

う意味を含んでいる。

　　　　　　　
　　　
　　　　　　　　　

　　　　

　日本の場合、西欧の先進諸国から輸入された映画に多く接触している反

面、韓国は西欧の先進諸国から輸入された映画と共に中国や日本、台湾の

ようなアジア地域とロシアのような地理的に近い国から輸入されたものに

も多く接触しているため、規定要因の結果では多少の順位の差が見られた。

表７　日本の大学生における外国映画観覧の規定要因

*p<0.05,**p<0.01、※標準化された偏回帰係数

日本 (N=918) 
順位 β値※

発展の水準 1            0.195**
（その国への）旅行経験 2            0.131**
スポーツが強い 3            0.123**
（その国の）伝統文化に対する敬意 4            0.119**
生活水準 5            0.110*
（その国の）現代文化に対する敬意 6            0.107**
全体的文化水準 7            0.080*
技術水準 8            0.065
文化の近さ 9            0.063*
（その国における）親友の存在 10            0.044
好き / 嫌い（好感度） 11          - 0.102**
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特に日本と韓国の結果の中で注目すべき要因は「文化的近さ」の順位の違

いである。韓国の大学生は日本の大学生に比べて、文化的に近い国から輸

入されたものへの接触度が高い。

　

　表 9は、「この国の文化と日本文化とはどの程度違っている、あるいは似

ていると思いますか」という質問に対する 4段階評価の答えから「③やや

似ている」と「④非常に似ている」の答えの割合を足し合わせたものに順

位づけをしたものである。　

　両国の結果を比較すると、「文化的近さ」に対する両国の上位 3位にお互

いの国を含んだ周りの 3カ国（中国、日本、台湾、韓国）を選んだことは同

じ結果であるが、その 3カ国の並びにおける微妙な配列の差（日本の場合

は１位韓国、2位台湾、3位中国で、韓国の場合は 1位中国、2位日本、3

位台湾）や両国の 3位以下の順位を比較すると、単純に人種や言語、距離的

な問題だけが「文化的近さ」を判断する材料になるとは限らないと言える。

3位以下の両国における順位は、日本の大学生は西欧先進諸国を文化的に

近いと判断している反面、韓国の大学生は民族性が似ていると以前から認

識されてきたイタリアや地理的に近いロシアなどを文化的に近いと判断し

ている。

韓国 (N=910)
順位 β値※

スポーツが強い 1 0.222**
技術水準 2 0.218**
( その国の ) 現代文化に対する敬意 3 0.173**
文化の近さ 4 0.167**
( その国における ) 親友の存在 5 0.104**
発展の水準 6            0.101*
( その国への ) 旅行経験 7 0.092**
重要 8            0.057
好き・嫌い（好感度） 9          - 0.100**

表８　韓国の大学生における外国映画観覧の規定要因

*p<0.05,**p<0.01、※標準化された偏回帰係数
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４　議論

　最近、アジア地域では韓国大衆文化が流行する「韓流」現象が起きてい

る。「韓流」現象はこれまでアジア地域内で、長い期間ある程度固定されて

きた映像コンテンツの流通パターンに新たな流れを作り出した。2000 年

の日韓調査の段階では日本で「韓流」現象が起きていなかったため、日本

における韓国テレビ番組の接触度が低い結果を示しているが、2003 年か

ら日本の各放送局が韓国のドラマを定期的に編成しているため、自然と接

触度が高まってくると予想される。2000 年実施した調査と同一な質問で

行った訳ではないので単純に比較することは難しいが、2003 年 12 月に慶

表９　外国との文化的近さに対する日韓大学生の認識比較

日本 (N=37 - 51) 韓国 (N=35 - 44)
順位 ％ 順位 ％

韓国 1 80.9 －            －
台湾 2 71.4 3 65.1
中国 3 64.9 1 83.3
アメリカ 4 37.8 5 34.3

オーストラリア 5 34.0 11 14.0
フィリピン 6 28.9 5 34.3
イギリス 7 28.6 10 16.3
フランス 8 27.0 12            7.5
スイス 9 17.6 19            0.0
ポーランド 10 15.6 14            5.7
ブラジル 11 13.7 13            6.8
インド 12 11.9 8 20.9
イタリア 13 10.6 4 34.9
メキシコ 14            5.4 9 20.0
マレーシア 15            2.7 13            7.1
サウジアラビア 15            2.7 16            2.5
イラク 17            2.1 17            2.3
ケニア 17            2.1 19            0.0
ロシア 17            2.1 7 25.0
エジプト 20            2.0 17            2.3
イラン 21            0.0 15            4.8
日本 －            － 2          76.2
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應義塾大学の「国際コミュニケーション」授業において小規模で行った「韓

流」に対する質問紙調査結果によると、「韓国ドラマを視聴したことがある

/韓国ドラマをかなり見ている」人の合計は全体の 56.41%(N=116)、「韓国

ドラマをかなり見ている」人だけだと 5.13% で、2000 年の調査と同様の調

査が行われれば、日本大学生の韓国テレビ番組への接触度はある程度増加

すると予想される。

　一方、映画の場合には、日本で 2000 年公開された韓国映画「シュリ」と

2001 年公開された「JSA」が人気を得たことがきっかけでその後にも韓国

映画が多く紹介された。そのため、韓国映画に対する接触度にも若干の増

加が予想される。

　本研究は「韓流」が起きる以前に行われた調査を扱っているため、その

後に起こったと思われる変化は反映していない。しかし、今後日本で本研

究と同様の調査を実施すると、韓国の映像コンテンツに対する接触度が増

加すると予想される。今後の日本における受容者を対象にした外国情報商

品の接触度の変動を観察するためにも、本調査の取りまとめは必要な過程

であると言える。

５　要約と今後の課題

　以上の調査結果及び、その後の動向などを総合して明らかになった主な

知見は以下の通りである。

　第一に、外国テレビ番組に対する日韓大学生の接触度は、日本と韓国の

結果がほぼ同じであるが、日本の方が少々高い傾向を現した。一方、外国

映画に対する日韓大学生の接触度は、韓国の大学生の接触度が日本の結果

より高い傾向を現した。外国テレビ番組の接触度に関しては、従来の先行

研究から予想できるものは証明できなかったものの、外国映画の接触度は、

従来の先行研究を通じて予想できたように、大きな市場を持っている国は

小さい市場を持っている国に比べて国内で外国の情報商品が占める比率は

小さくなる可能性があるという傾向を表した。

　第二に、両国の結果で共通して言えるのは、「発展の水準」「技術水準」
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のように映像コンテンツを輸入してきた国の経済的発展程度を表す要因が

上位を占める傾向があることである。両国でその順位は異なるが、両要因

のどちらかは日本と韓国の結果で上位に示されている。これは日韓両国と

も経済的・技術的に発展している国から輸入された外国映像コンテンツに

多く接触しているということを意味する。

　第三に、両国の結果で相違点として挙げられるのは「文化的近さ」である。

地域内における情報商品流通の増加と関連して注目されている「文化的近

さ」に対しては、両国大学生の順位づけに微妙な違いが確認された。韓国

の結果における「文化的近さ」の順位が日本の結果における「文化的近さ」

の順位より高い、もしくは日本の結果では「文化的近さ」が統計的に有意

でない場合もあった。すなわち、日本の大学生より韓国の大学生が文化的

に近いと感じている国から輸入されたものに多く接触しているということ

である。

　本研究で得られたデータをまとめてみると、各国が置かれた状況や立場、

そして各国の応答者間の認識差によって、各規定要因は外国映像コンテン

ツの接触に複雑に影響しているように見えるが、日本と韓国の大学生は共

に大きな市場や中心的な国家から輸入された映像コンテンツに多く接触し

ているため、既存の研究を支持する結果が得られたと言える。また、最近

注目されている「文化的近さ」は地域内における映像コンテンツ流通の増

加と共に注目を浴びているが、本研究の結果によると、「文化的近さ」の影

響が強く出る国とそうでない国があるということが言える。地域における

映像コンテンツの中心的な発信国である日本でより、韓国でその要因が有

効なものとして現れた。本研究では「文化的近さ」が地域内の映像コンテ

ンツ流通に具体的にどのように働いているかを断言することは難しいが、

今後そのメカニズムを明らかにするためには、地域内における外国映像コ

ンテンツへの接触度に関した研究が継続して行われるべきである。また、

「文化的近さ」に対する両国の認識にも差が見られている。「文化的近さ」

は調査対象者が置かれている環境、認識の違いによりその解釈が異なると

思われるため、これから一層綿密な調査が求められる。
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注

１　大学生を調査対象にした理由は、次の三つの点にまとめることができる。第一、両国の大学
生は両国の国民を代表しているとまでは言えないが、彼らの回答にはそれぞれが属してい
る国民の特性の違いが現れていると推測したためである。今回の調査は国際比較であるた
め、その違いが現れて比較することができれば、その対象を大学生に限定しても差し支えな
いと判断した。第二、今回情報商品の中でも映像コンテンツの流通だけを分析したため、映
像コンテンツに最も興味を持っており主な消費者でもある 20 代が適合だと思ったからであ
る。第三に、質問紙調査にかかるコストの面を考慮し、今回は大学生を対象に調査を行った。

２　シラーをはじめとする批判学派の学者は政治的な力を、経済学的観点の研究者は経済規模
や市場の大きさを、地域内における情報商品流通に注目している学者は文化的地理的距離、
文化的近さなどが情報の流通に深く関わっているとしていることから、それらを背景に 12
の説明変数を選んだ。

３　質問の意図は「その国で制作されたもの」に対する答えを求めるものであったが、回答者の
中には「その国に関して制作したもの」と認識した者も若干含まれていると推測される。
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